
任
期
満
了
に
と
も
な
う

鶴
岡
市
農
業
委
員
選
挙
が

月
６
日
告
示
さ
れ
、
同

11日
立
候
補
の
受
付
が
締
め

切
ら
れ
、
８
選
挙
区
全
て

で
定
数
通
り
と
な
り
、
37

人
の
全
員
が
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

人
が
新
人
・
元
と
交

12
替
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
第
３

選
挙
区
（
大
山
・
西
郷
・

湯
野
浜
・
加
茂
）
で
５
期

年
間
務
め
て
き
た
菅
井

15巌
氏
（
現
・
鶴
岡
市
議
）

か
ら
、
荻
原
優
太
氏
（
30

歳
・
大
山
）
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
を
果
た
し
ま
し
た
。

任
期
は

日
か
ら
３
年

26

間
で
す
。

絹
織
物
の
つ
づ
れ
織
職

人
の
榎
本
美
芳
（
み
よ
し
）

さ
ん
（
柳
久
瀬
・

歳
）

51

が
、
今
年
度
の
鶴
岡
市
卓

越
技
能
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

榎
本
さ
ん
は
西
川
町
出

身
で
、
１
９
８
８
年
か
ら

皮
革
工
芸
を
学
び
、

年
96

か
ら
つ
づ
れ
織
り
技
法
の

習
得
に
励
み
、
２
０
０
９

年
に
長
南
光
（
み
つ
）
さ

ん
（
２
０
０
７
年
鶴
岡
市

卓
越
技
能
者
表
彰
）
と
「
つ

る
お
か
綴
れ

虚
籟
庵
（
き

ょ
ら
い
あ
ん
）」
を
丸
岡
に

設
立
。
現
在
５
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
か
ら
桑
を
植
栽

し
て
養
蚕
を
始
め
、
生
産

し
た
蚕
か
ら
座
繰
り
技
法

で
糸
づ
く
り
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

絹
織
物
の
「
つ
づ
れ
錦

織
」
は
、
鶴
岡
（
宝
町
）

出
身
の
遠
藤
虚
籟
（
１
８

き
よ
ら
い

９
０
～
１
９
６
３
年
）
に

よ
り
そ
の
芸
術
性
が
高
め

ら
れ
、
榎
本
さ
ん
ら
は
美

術
織
物
と
し
て
の
価
値
を

今
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

活
動
拠
点
の
工
房
「
虚

籟
庵
」
は
、
虚
籟
の
墓
碑

と
没
後

年
を
記
念
し
建

25

て
ら
れ
た
糸
塚
の
あ
る
天

沢
寺
の
一
角
（
丸
岡
城
跡

史
跡
公
園
の
北
側
）
に
あ

り
、「
つ
る
お
か
絹
物
語
」

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

榎
本
さ
ん
の
代
表
作
品

に
「
薬
師
寺
聖
観
音
菩
薩

像
」「
黒
川
能
隅
田
川
（
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
）」
な
ど
。

虚
籟
庵
の
メ
ン
バ
ー
の

作
品
は
櫛
引
・
西
荒
屋
で

長
南
光
さ
ん
が
営
む
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
「
知
憩
軒
（
ち

け
い
け
ん
）

小
屋
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
に
て
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
鶴
岡
市
卓
越

技
能
者
表
彰
は
榎
本
さ
ん

の
他
に
、
佐
藤
徹
夫
氏
（
白

山
・
菓
子
製
造
）
と
五
十

嵐
佐
多
男
氏
（
鼠
ヶ
関
・

建
築
板
金
）
の
両
名
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は

日
に
「
新

20

茶
屋
」
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
11月 16人 10,693円
10月 39人 37,952円

（写真・上）榎本美芳さんの作品「龍図」。（左）「薬師寺聖観音菩薩像」と
本人。（右２つ）西荒屋の「知憩軒 小屋ギャラリー」にて展示・販売して
いるつづれ織りの小物

鶴岡市農業委員会委員の当選者（11/6）
（届け出順、敬称略）

第１選挙区 佐藤康弘（54） 新海町 新

鈴木 裕（58） 平田 再

原田政幸（46） 福田 新

三浦伸一（67） 八ツ興屋 再

阿部 隆（61） 谷定 再

第２選挙区 木村 充（49） 矢馳 新

瀬尾 眞（64） 水沢 再

富樫 護（56） 白山 再

榎本新悦（58） 少蓮寺 再

菊池勝三（56） 三瀬 元

第３選挙区 荻原優太（30） 大山 新

小笠原道明（55）辻輿屋 再

太田裕徳（53） 馬町 新

今野喜好（58） 大山 再

第４選挙区 上林 淳（50） 添川 再

石川 守（51） 野田目 再

奥山康光（39） 小中島 再

斎藤英道（41） 渡前 新

本間 司（54） 長沼 再

第５選挙区 高橋 聡（53） 羽黒町町屋 再

斎藤 力（56） 羽黒町川代 再

渡部幸也（60） 羽黒町昼田 再

新館 登（43） 羽黒町川代 再

丸山晃聖（51） 羽黒町荒川 新

第６選挙区 佐久間豊（53） 西荒屋 新

小林義一（57） 黒川 再

佐々木貢昌(52) 田代 新

前田 浩（53） 丸岡 新

森 繋太（59） たらのき代 再

富樫孝弘（60） 上山添 再

第７選挙区 渡部長和（64） 東岩本 再

伊藤敏一（53） 熊出 再

亀井龍夫（62） 倉沢 再

清野吉喜（56） 越中山 新

第８選挙区 五十嵐覚（55） 関川 再

伊藤治一（54） 戸沢 再

鈴木ゆり（56） 小名部 再

公選で今回勇退する委員（第１：冨樫茂広=大宝
寺町、佐藤俊=林崎）（第２：小笠原重雄=三瀬、
鈴木敬一=山田）（第３：菅井巌=中楯、小林眞司=
下川）（第４：武田三喜子=砂塚）（第５：丸山成
人=羽黒町荒川）（第６：冨樫努=下山添、伊藤忠=
酉荒屋、菅原一幸=馬渡）（第７：渡部一弘=大網）



「
民
報
藤
島

の
会
」
で
は
12

月
６
日
（
土
）、

藤
島
駅
前
町
内

会
館
で
午
後
１

時

分
か
ら

30
「
集
い
」
を
開

き
ま
す
。

１
９
４
１
年

月
８
日
に
太

12平
洋
戦
争
に
突

入
し
た
開
戦
記

念
日
を
前
に
、

戦
争
体
験
と
平

和
の
話
を
聞
き

ま
す
（
交
渉

中
）。

県
議
選
予
定
候
補
の
関

徹
市
議
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
加
藤
鉱
一
市
議
が

市
政
報
告
を
お
こ
な
い
、

そ
の
後
懇
親
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
「
集
い
」
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、「
戦
争
と
平

和
」「
藤
島
地
域
の
未
来
」

の
た
め
に
語
り
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

★
期
日

月
６
日

12

午
後
１
時

分
～
５
時

30

★
場
所藤

島
駅
前
町
内
会
館

★
会
費懇

親
会
費
１
０
０
０
円

（
女
性
５
０
０
円
）

★
問
い
合
わ
せ
…
成
田
忠

一
（

・
４
７
６
５
）
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日
本
の
未
来
も
決
め
る
沖
縄
知
事
選

オ
ナ
ガ
勝
利
ヘ

來
鶴
し
た
菅
原
文
太
さ
ん
も
訴
え

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

言
い
方
で
本
当
の
事
を

伝
え
な
い

物
は
言
い
よ
う
で
角
が

カ
ド

立
つ
と
い
う
が
、
近
頃
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
変
に
言
い
方
を

替
え
て
本
当
の
事
を
伝
え

て
な
い
か
ら
腹
が
立
つ
。

▼
そ
れ
は
福
島
原
発
４
号

機
の
燃
料
棒
を
片
付
け
る

作
業
が
終
わ
っ
た
と
の
ニ

ュ
ー
ス
で
、
他
に
そ
れ
を

優
先
し
て
、
と
い
う
言
い

方
を
し
て
い
る
か
ら
だ
。

▼
何
が
優
先
な
も
の
か
。

他
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
で
放

射
能
が
強
く
手
が
出
せ
な

い
か
ら
、
４
号
か
ら
始
め

る
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

▼
そ
れ
を
サ
モ
良
い
事
を

し
た
か
の
如
く
、
優
先
な

ど
と
耳
障
り
の
い
い
こ
と

を
言
う
ん
だ
か
ら
ナ
ー
。

▼
併
せ
て
、
計
画
通
り
に

作
業
が
進
ま
な
い
こ
と
を

「
先
に
伸
ば
す
方
針
」
と

●

●

ノ
タ
マ
ウ
の
は
、
今
で
も

国
民
を
ダ
マ
そ
う
と
し
て

い
る
と
感
ず
る
の
だ
。

▼
先
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

研
修
と
ク
ラ
ス
会
を
宮
城

県
は
女
川
で
開
い
た
。
こ

こ
は
原
発
か
ら
遠
い
の
で

放
射
能
の
被
害
は
聞
か
な

か
っ
た
が
、
犠
牲
者
は
行

方
不
明
者
を
入
れ
て
８
０

０
名
を
越
え
て
い
る
と
の

事
。

▼
被
害
が
少
な
か
っ
た
私

達
の
宿
、
華
夕
美
と
万
石

蒲
鉾
屋
は
地
域
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
と
聞
く
。

▼
こ
の
町
、
海
に
接
し
て

い
て
平
地
が
少
な
い
。
運

動
場
や
グ
ラ
ン
ド
が
仮
設

住
宅
や
商
店
街
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
で
も
足
り
な

い
か
ら
隣
の
石
巻
市
に
累

々
た
る
長
屋
と
校
庭
を
借

り
た
学
校
が
あ
っ
た
。

▼
こ
こ
で
買
い
物
を
す
る

こ
と
は
直
接
復
興
に
手
を

か
す
こ
と
だ
と
言
わ
れ
、

財
布
の
口
が
大
き
く
開
い

た
よ
う
だ
が
、
あ
る
人
の

話
で
、
大
臣
と
か
が
来
て

も
役
所
が
時
間
と
金
と
気

を
使
う
だ
け
で
復
興
は
進

ま
な
い
か
ら
、
あ
な
た
方

の
方
が
あ
り
が
た
い
と
言

う
。

▼
首
相
の
言
う
よ
う
に
は

復
興
は
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
行
っ
た
の
だ

が
、
正
に
道
は
遠
い
と
の

感
。
被
災
地
よ
頑
張
れ
、

だ
。（
石
川
）

しんぶん赤旗11月２日

日
投
開
票
を
迎
え
る

16
な
か
、
オ
ナ
ガ
雄
志
候
補

必
勝
！
と
那
覇
球
場
の「
う

ま
ん
ち
ゅ
ー(

民
衆)

１
万

人
大
集
会
」
に
１
万
５
千

人
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

月
11

２
日
付
が
報
じ
て
い
る
。

沖
縄
県
人
口
が
１
４
２
万

人
だ
か
ら
お
よ
そ
１
０
０

人
に
１
人
の
参
加
で
あ
る
。

オ
ナ
ガ
候
補
は
自
民
党
員

で
県
議
・
那
覇
市
長
を
務

め
、
前
回
仲
井
真
候
補
の

選
対
本
部
長
を
し
た
人
、

し
か
し
昨
年
自
民
党
の
脅

し
と
金
で
裏
切
っ
た
仲
井

真
氏
と
袂
を
分
か
っ
て
の

立
候
補
。
県
民
の
民
意
を

携
え
て
、
日
米
両
政
府
、

そ
し
て
国
連
と
す
べ
て
回

り
、
新
辺
野
古
基
地
は
絶

対
に
つ
く
ら
せ
な
い
。
基

地
は
沖
縄
経
済
の
最
大
の

障
害
。
沖
縄
の
歴
史
・
伝

統
・
文
化
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
で
こ
そ
発
展
で

き
る
と
決
意
表
明
し
た
。

菅
原
文
太
さ
ん
は
「
政

治
の
役
割
は
、
絶
対
に
戦

争
を
し
な
い
こ
と
。
安
倍

政
権
や
仲
井
真
氏
は
、
戦

争
を
前
提
に
沖
縄
を
考
え

て
い
る
。
辺
野
古
の
海
を
、

勝
手
に
他
国
へ
売
り
渡
さ

な
い
で
く
れ
」
と
訴
え
た
。

沖
縄
に
無
二
の
親
友
Ｔ

君
が
い
る
。
沖
縄
返
還
以

前
に
来
鶴
し
た
と
き
座
談

会
を
開
い
た
。
そ
の
席
で

彼
の
言
っ
た
言
葉
、「
沖
縄

は
い
わ
ば
日
本
の
小
指
、

で
も
小
指
の
痛
み
を
本
土

の
人
に
分
か
っ
て
欲
し

い
」。
今
も
耳
に
刺
さ
る
。

彼
を
通
し
て
些
少
の
募
金

を
送
っ
た
。

剣
道
「
実
践
・
体
験
発
表
」

今
野

翔
君(

東
栄
小
・
６
年)

が
東
北
大
会
へ

中
学
生
部
門
は
佐
藤
大
心
君
（
添
川
２
区
）

山
形
県
少
年
剣
道
研
修

会
が

月
４
日
村
山
市
で

10

開
か
れ
、
実
践
・
体
験
発

表
で
県
の
最
優
秀
と
な
っ

た
今
野
翔
（
か
け
る
）
君

（
東
栄
小
６
年
・
無
音
）

が

月

日
の
東
北
大
会

11

16

（
秋
田
市
）
に
出
場
し
ま

す
。９

日
の
藤
島
体
育
館
で

の
錬
成
大
会
で
「
文
武
両

道
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
な
ど
を
力
強
く
発
表
し

ま
し
た
（
写
真
上
）。

中
学
生
部
門
で
は
、
昨

年
度
に
小
学
生
部
門
で
日

本
剣
道
少
年
団
研
修
会
全

国
大
会
に
出
場
し
た
佐
藤

大
心
（
た
い
し
ん
）
君
（
藤

島
中
１
年
・
添
川
２
区
）

が
県
代
表
で
出
場
し
ま
す
。

藤
島
地
域
か
ら
小
・
中

の
２
人
の
代
表
は
快
挙
で

す
。


